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１．連枝を使用して、シリパラ変換ＩＣの制御 

 

 ＩＯを拡張するために、シリアルパラレル変換ＩＣ 

 

 

 使用連枝    Ｖｅｒ８．７０ 

 使用ライブラリ ＰＩＣ１８Ｆ４５２５応用ライブラリ 

 使用ＣＰＵ   ＰＩＣ１８Ｆ４５２５ 

 

シリアル・パラレル変換ＩＣ ＢＵ２０９０Ａ 

 以下、シリパラ変換ＩＣのデータシートを抜粋。 
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（次ページ以降のラダーのポイント） 

 Ｙ１５：ＤＡＴＡ  Ｙ１４：ＣＬＫ   Ｍ０：データ用内部レジスタ（M0-M15 まで使用不可） 

 Ｄ０：データ格納レジスタ       M16:データ更新ビット 

 Ｐ０：Q0-Q11 送信サブルーチン     P1：1 ビット送信データセットサブルーチン 

 Ｐ２：１ビット送信処理サブルーチン  
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CLK(Y14) 

DATA(Y15) 

CLK(Y14) 

DATA(Y15) 

CLK(Y14) 

DATA(Y15) 

CLK(Y14) 

DATA(Y15) 

出力状態更新 

出力状態更新 

ＨＩＧＨデータセット 

ＬＯＷデータセット データシフト 

データシフト 

１us 待ち 

１us 待ち 

１us 待ち 

１us 待ち 

Ｐ２：１ビット送信処理サブルーチ 
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終了ビット送信のためのフラ

グをＯＮ（Ｍ１６） 

終了ビット送信のためのフラ

グをクリア（Ｍ１６） 

Q0 ビットの送信処理呼び出しＰ１呼出 

Q1 ビットの送信処理呼び出しＰ１呼出 

Q2 ビットの送信処理呼び出しＰ１呼出 

Q3 ビットの送信処理呼び出しＰ１呼出 

Q4 ビットの送信処理呼び出しＰ１呼出 

Q5 ビットの送信処理呼び出しＰ１呼出 

Q6 ビットの送信処理呼び出しＰ１呼出 

Q7 ビットの送信処理Ｐ１呼出 

Q8 ビットの送信処理Ｐ１呼出 

Q9 ビットの送信処理Ｐ１呼出 

Q10 ビットの送信処理 

Q11 ビットの送信処理 

D0 を M0-M3 にセット 

１ビット送信Ｐ２呼出 

Ｄ０のビットをずらす 

Ｐ０：Q0-Q11 送信サブルーチン P1：1 ビット送信データセットサブルーチン  
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右のラダーは、ＲＢ０をＯＮにすると、 

自己保持がかかります。 

自己保持中は、Ｔ０で０．５秒をカウントし、 

Ｄ１の値を１インクリメントします。 

また、このデータを論理反転させ、Ｄ０に 

セットし、Ｐ０を呼び出し、Ｄ０の 

値をシリパラ変換ＩＣに送信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ０のサブルーチン呼出 

Ｄ０セット 


